
スカンジナビアのアーサ｝王＊

黒 田 宰

本稿では研究資料として古スウェーデン語によって善かれた叙事詩「騎士イヴ

ァン（曲げ加わ」を紹介する。ストーリ｝はChretiendeTroyesの的α才〝に重

なるので、よく知られているとは思うが、筆者の知る限り邦訳はまだなされて

いないので、まず最初にこの作品について簡単に述べ、その後作品の一部（第

一撃から第七車まで）を紹介したい。

作品

月お〝 九αれをまスウェーデン文学史において一般に「エウフエミアの歌

（Euねmiavisoma）」と呼ばれる三つの叙事詩（「騎士イヴァン（段〝九αプ雀）」、「フ

ロレースとブランセフロ｝ル（邦0柁S OCゐβわ邦gq釣γ）」、「ノルマンディ公フレデ

リック払わなぞね滋γ才ゐα〃♪わ円形α乃d才β）」）のひとつであり、スウェーデン語で書

かれた最も初期の長編文学作品である。

作者についてはわからないが、作品成立の背景と成立年については本文6431

行以下から窺い知ることができる。
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千の冬と三百の年が

神の生誕から流れ

さらに三年が加わった、そのときに

この書は歌にされたのです。

王妃エウフエミアさまが、本当に

これらの書の訳をお命じになったのです。

異国のことばよりわたしたちのことばへとn

神さま、この高貴な方の魂に御意みを－

＊

本稿は筆者が文部省在外研究員として2000年から2001年にかけてフィンランド共和国Åbo

Akademi大学において行った研究成果の一部である。
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ノルウェ叶国の王妃として

押さまの慈悲を三十年の間受けておられ

Lたお方が。

この箇所を見る限りこの作品が1303年にノルウェー王妃Eukmiaの命によっ

て－スウェーデンでなく、ノルウェ㌦の王妃であったにもかかわらずなぜ作

品がスウェーデン語で書かれているのかという疑問はやはり残る（スウェーデ

ン語版に先立つノルウニ…語版もあった1という推測もある）が一 成立し

た作品であると理解できる。

ストーリーは上記の通り基本的に当時のヨーロッパ宮廷で広く受容されてい

たCbretiendeTroyesの的α才乃と重なっており、作品の長さもほぼ同程度であ

る（Chr色tienは6808行2、段汀ゐα乃は6818行）。しかし、H邑kondengamleの

命により作られたとされる苗ノルウェ岬語散文のんe乃S S櫛Zと表現が重なる部

分も多く見られ、言語的により近い関係にあるこちらの作品との関係もまた深

いと考えられる3。一部では同様に的αわ才に基づくHa比mannvonAueの血gわ宕

（中高ドイツ語）も下敷きになっているとも言われている4が、筆者の見る限

り戯作ゐα邦よりも心理描写に大きなスペースが割かれ、作品の規模もはるか

に大きい‰β才邦との関連ほそれほど明確とほ思えない。

翻訳

本稿の大部分は段〝ゐα乃の翻訳になるが、本稿ではあくまで文芸的価値よ

りも研究資料的価値を優先させる翻訳法を採ることにした。

作品が書かれた古スウェーデン語と日本語の間の構造的な違いはあまりにも

大きく、作品としての読みごたえや内容の再現を優先するならば原文の語順や

▲

月旨〝 ゐα批 Kdtisk upplaga．Utgiven av Edk Noreen．Samlingar utglVna aV Svenska

Fomskr払S畠1lskapet（1931）第3巻Ⅵ貢参照．
2

LesromansdeCbrさtiendeTroyes．由itesd軸resiacopiedeGuiot（Bibl．Nat．Fr．794）．Ⅳ：Le

chevalieratlLion（Yvain）（1975）に従った行数。
3

月旨〝九α机 Kdtisk upplag乱 Utgiven av Erik Noreen・Samlingar utglVna aV Svenska

Fornskd氏一S畠11skapet（1931）第3巻Ⅴ貢参照．ちなみにんβ耶ざ喝々の校訂版としてはんβ那ぶ聯．

EditedbyFosterV．Blaisde11．Edidonesamamagn記an記（1979）が参考として挙げられる。
4

5ぴg刀5ゐJ飽和ねデュUtgivenavBemtOIsson（1993）74貢参照．
5

血ぬ．劫β肋肋曙γβ乃月b励α乃乃び0乃A〝β・He柑uSgegeben von G．F．Benecke und K．

Lacbmann，neube拡beitetvonLudwigVo放7．Ausgabe（1968）に従えば8166行になる。
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各詩行の前後関係を犠牲にした形での散文訳しか方法はありえない。しかし、

資料的価値を優先するのであればそういった情報は可能な限り尊重されなけれ

ばならない。本稿では逐語訳とまでは行かなくとも、できるだけ忠実に原文の

詩行の前後関係を再現するよう試みた。ただし、その結果文意や語りの流れが

かえってわかりにくくなってしまった部分も多いことは否定できない。とは言

え、句読点や各詩行内の語順、韻律構造あるいは各詩行の長さまで目を配るこ

とようなことはしなかった。原文と訳文の間に横たわる言語構造の違いがあま

りにも大きく、それを克服するための労苦に見合うだけの実りが得られるかが

確かでなかったためである。また、翻訳であるため、ある程度は「時代がかっ

た」文体になることは避けられないが、特に意図的にアルカイックな文体を用

いることもしなかった。そもそも原文で用いられている文体が同時代の受容者

にとってもアルカイックなものとして聴こえていたかは我々には判断できない

ことである。このあたりは訳者によりいろいろな判断基準があるところだろう。

底本

翻訳の底本としてはErik Noreenによる校言丁版6を使った。翻訳の章立ても

Noreenに従っている。ただし、各章のタイトルは訳者が便宜上付け加えたも

のである。

Noreen版の記述によれば、戯作血α乃には6点の写本が現存している。Noreen

がもっとも重視したのはその中でも一番古い（おそらく1400年代初め成立）

写本A（Cod．Holm．D4、ストックホルム王立図書館所蔵）である。

Noreenの校訂は基本的にこの写本を忠実に再現しながらも、写本の異同に

配慮し、作品の全体を再構築する（それゆえ表記や語形変化のばらつきは規範

化されないままになっている）というスタイルに従っている。ただ、ところど

ころ欠落行（おそらく Noreenが判断を控えた箇所）が見られるので、その部

分は写本Aに従った翻訳七補うことにした。

また、Noreen版よりも古いが、唯一の古スウェーデン語の本格的な辞書で

あるK．F．S6derwallによる0プ滋あ0鬼‘拘βγ5紗β耶ゐα椚gdg肪ぁゅ招ゐβ才ではガ白〝血俊邦

からの用例の原典としてJ．Ⅶ．Li触IanとGeorgeStephensによる校訂版7が用

b

ヱた汀 血α臥 Kdtisk upplaga．Utgiven av Edk Noreen．Samlingar utgivna av Svenska

Fornsk出女－S畠11skapet（1931）

7

月お〝ゐα刃エゆ〝－γgddα柁乃，enSVenSkrimmaddikti色名n1300－ね1et，tillb6柑ndesago－kretsenom
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いられている。この二つの校訂版のテキストにはかなり大きな違いもあるが、

S6denvallの辞書を利用するときの参考として斜字体により Li任man／Stepbens

版の行番号も併記した。

翻訳には同じNoreen版に基づくSigurd Kvaern血㍊pによる現代デンマ…ク

語訳8も参考にした。ただし、この翻訳はおそらく唯一の現代語訳ではあるが、

北欧語史を学ぶ学生向けに作られた参考書としての性格が強く、原文の性格が

そのまま残っている部分がかなりあることを書き加えておきたい。

騎士イヴァン

第一車

（前口上）

N

1

2

3

4

SU

J

2

3

4

5 古

6 6

7 7

8 β

9 9

10 jO

ll JJ

12 J2

13 j3

14 j4

父と子と聖霊の名において

思いを込めて

苗の歌を御披露いたします。

お耳をお貸しいただける方々にお愉しみいただけるように。

二方の尊きことこの上なき王について、

人が語ることが決して絶えなかった二万についてでございます。

それはカール帝とアルトウス王。

共に心正しく、巻高くあろうと心がけられました。

アルトウス様はイングランドの王であられました。

剣と炎でローマに打克ち、

イングラシドの巻高き帝となった方でした。

イングランドを難難と

税（それはローマ人たちがかつて課したものでした） より救い、

それ以降王を脅かそうとする者はいなくなったのでした。

Konung A地ur∝h hans runda bord．E氏er gamla bandskr脆er aり．W．Li任mann∝b George

Stepbens．Samlin節rutgivnaafsvenska女）mSkr統一S畠1isl（apet（1849）

8

放血刀，加びgγ泌g柁〃ニβ乃如γね彪仰乃α乃如桝才戯βJα肋柁臥E鮎rErikNoreenkdtiskeudgave

（1931）誠始ndskr批etSt∝kboimD4／sprogligtbeaぬejdetogkommenteretafSigurdKvaemdmp．

（1971）
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もうひとかたはフランスの大力ール帝。

本当のことを申し上げますが、

キリスト者のために異教徒と戦を交えようなどという

勇敢な方はそのころ他にありませんでした。

私が語っております両主については

その行いによって

賞賛が世界中に広まっております。

騎士や諸侯が立ち寄る宮廷であればどこにでも。

諸王の子息たちがこの両王の居城を訪れたものでありました。

諸公、執権たち、諸伯がこの両王にお仕えしておりました。

騎士の子息たちもやはり同じようにいたしておりました。

そしてこの両主に近づけた全ての者もです。

この巻れ高きアルトウス王の御時世に

強き者と見られたのは、自らの命を賭することができる者だ

Lったのです。

騎士道と貴婦人の名誉のためにです。

悲しむべきかな、今ではもはや稀になりました。

貴婦人の誉れのために栄蕃を勝ち得ようとする者は。

そのような者はなかなか見つかりません。

第二車

（宮廷での塞）

ひとつの歌をご披露したく思います。

それについて私は黙しておれません。

一人の騎士についての歌でございます。 その騎士は誠にかけ

Lてこの上なき者として

そのころ知られておりました。

その騎士はアルトウス王に仕えておりました。

日々王の居城にてでございます。

アルトウス王は申し上げました通り

どんな候にもまして宮廷を大事にしておられ、

そのころ、
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それはそれほど昔ではありませんが、宴を催されておりました。

それは喜びに満ちた宴で、聖霊降臨祭の時のことでした。

そこでは貴婦人たちも乙女たちも朗らかな気持ちでおりました。

騎士たちも小姓たちが貴婦人たちと乙女たちを喜ばせるために

槍試合や騎馬試合でくんづほぐれつしておりましたが、

王は充分に食事を取ったご様子で陽にあたっておられました。

それはカリドールのご居城でのことでした。

貴婦人たち、乙女たちが充分に食事を取り、並んで腰を下ろ

Lすと

騎士たち、小姓たちは婦人たちに楽しい時を過ごしてもらお

Lうと

さまざまな心弾むお話をされ、

実にたくさんのことが話題にされることとなりました。

婦人たちが導き手であるところの恋のさまざまな形について。

勇敢な心の持ち主に違いないことでしょう、

貴婦人がたが仕え人として求め、

心から愛しく思うような者は。
エーヴェンチュール

私としてはとりわけ冒 険に関わることを書きたいと思

Lっております。

貴婦人たちがかつてどんな楽しいことをしていたとしても。

すでに申し上げた通り王は充分食されたので

何も申されず、腰を下ろし、口をつぐんでおられました。

王が心中なにをお考えであったのかは

御本人しかわからないところでした。

王は立ち上がり、寝所へと向かわれました。

他の者たちはみな宴席に留まりました。

騎士たち、小姓たちをま不思議に思いました。

王がそのようなことをすることはあまりなかったからです。

お妃様も同室されました。

お妃様は気高く、若さにあふれ、雅な方でした。

その間城外にいた騎士たちは
エーヴェンチュール

ーどんな冒 険が彼らを待ち受けていることでしょうー

セグレモルスとワレワン、
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カーレグレワンツと騎士イヴァン、

皮肉屋の騎士ケイエ

（騎士ケイエは誰でも悪く言わずにいられない性質でした）

などの騎士たちで、

よりいっそう楽しくやっておりました。

騎士の一人はカーレグレワンツといい、
エ岬ヴェンテユ叶ル

自分の冒 険談を正直に語り始めました。

彼の栄誉と言うよりも恥になる話だったのですが。

それゆえカ肘レグレワンツはひどく悔やむこととなります。
エーヴュンテユ叩ル

自らの冒 険談を語ったことを。
エーヴュンチュール

その冒 険談は自分でも恥だと感じていたものだったの

Lで。

お妃様が近くにやってこられました。

そして遠からぬところに立ったまま耳を傾けておられました。

誰も気づかなかったのですが、

ただカーレグレワンツだけがお妃様がそこへやってきたと気

Lづきました。

この費き、美しく、優れた騎士をま

すぐさま立ち上がりお妃様に敬意を示しました。

騎士ケイエはこのことでカーレグレワンツをなじりました。

他に言いようを知らない性質でしたので。

「貴殿は我々すべてよりも作法に長けておられる。

だから騎士の呼び名を受けたのだ。

国の内外を探しまわっても

貴殿のごとき戦士はいない。

お妃様もそうお考えでしょう。

お妃様は誰よりもご立派なお方なのですから。

いったいどこへ行ったらこれほど

頼りない戦い芋を見つけることができると言いましょう。」

騎士ケイエはさらに続けました

「とくと申し上げておきましょう。

作法に関して我々はみな疎いのです。

ひとりカーレグレワンツ殿を除いては。」
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「ケイエ殿、そうおっしやるな。

ここにおられる方で未来がわかる方はおられません。

我々はお妃様に気付くのが遅すぎたのです。

一同面目なく思っているのです。」

そしてお妃様もケイエにおっしやりました。

「あなたの心は今ごろ引き裂かれていたところでしょう、

あんな皮肉をさっき言っておかなかったら。

私たちが今みな聞いたような皮肉を。

あなたはみなに皮肉で応じ、

結局損をしたこともたびたびだったでしょう。」

騎士たちは懇顕しました。

「お妃様、お腹立ちにならないでください。

ケイエ殿はお妃様にお仕えするためには何でもするつもりで

Lはいるのですが、

皮肉だけはやめられないのです。」

「私は思うのですが、私が申したことで

口にしない方がよかったとことはありません。

何人たりと他の者に皮肉を言わずに、

好意と栄巻を互いに与え合うべきなのです。

ですから、私たちはここで口をつぐみ、
エーヴェンテエール

カ叫レグレワンツの冒 険談を聞きましょう。」

カいレグレワンツは言いました。「おわかりかな、

ケイエ殿、私の話に耳をお貸しくださるなら、

私は争うつもりはありません。

どれほど不要なことを申されるとしても。

私に対して皮肉と嘲りを申されても、

ご自身が恥をかくだけです。

貴殿は私に害をおよぼすこともありませんし、

といって益になることもおできになりません。

貴殿は全ての者にも恥を与えました。

貴殿のが撒かれたあらゆる悪意によって。

ですので、私が望むのをま、

貴殿が私を放っておかれることです。
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エーヴェンチエ叩ル

私の冒 険についてこれ以上申し上げるつもりはござい

Lません。

お妃様、お願いでございます。口をつぐむことをお許しくだ

Lさい。」

騎士ケイエはそこで続けました。

「お妃様、どうでしょう、
エ叩ヴェンテエール

カーレグレワンツ殿の冒 険談をお聞きになるというの

Lは。

この優れた騎士に望まれてはどうでしょう、
エーヴェンテユール

冒 険談を語れと。

我々山岡それを聞きたく願っておりますし。」

お妃様は騎士力付レグレワンツに言いました。

「過ぎたことは水にお流しなさい。

ケイエ殿のことなど気にしなければ良いのです。

ケイエの悪口など少しも取りあってはなりません。

それを恥に感ずることもないのです。
エーヴェンテユ…ル

お願いですから、冒 険談を始めなさい。」

「お妃様、本当はやめておきたいところなのです。

余りに難儀なことなのでございます。
エーヴェンチエ｝ル

この冒 険談をここで語ることは。

しかしお妃様のお望みとあればいたしかたありません。

他の皆様もお聴きください

私が語ることを。

知恵と心でお考えください、

騎士、貴婦人、りっばなご婦人の皆様がた。

私に起こったこと、それをま夢ではありませんし、

まだまだ忘れられないのです。」

第三車
エーヴェンチュール

（カーレグレワンツの冒 険談）

「まだ先だって、おこったばかりのことですが、

私は馬を駆り、珍しいできごとを求めて旅をしておりました。
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黒 田 宰

全身非の打ち所なく武具に身を固め、

私と一戦交えようと言う暑がいないか探しておりました。

右手に一本の道を見つけました。

その道は他国に通じるものでした。

その道は馬で行くには難儀な道で、

暗く、細く、きつい坂がありました。

その道を行くと広い野原を通って

とあるたいへん立派な城に辿り着きました。

辺りを囲む堀は広く、

誰も飛び越すことなどできないほどでした。

堀の上には一本の橋が渡されていました。

城主殿がやって来て言いました一

城主殿の手には鷹がとまっていました。

ありがたいことに私にお気づきになったのです－

『馬をお降りになり、今夜はここでお過ごしください。

あらゆるお世話をいたしましょう。

この喜ばしい時は祝福されるべきでしょう。

あなたが私のもとへと導かれたのですから。

当城ではあなたは私にとっても神にとっても喜ばしい客人です。

馬からお降りになって、休息をお取りください。』

夕の速い時刻、陽の光がある時でした、

私がこの城に馬で辿り着いたのは。

城主殿は礼を尽くして私を迎え、

自ら私を上階へと導かれました。

城館の前たは板が掛かっていました。

それは色とりどりの銅で出来ていました。

板のところには槌がありました。

その槌で板を叩くと、

館の騎士たちが走り始め、

互いに大声で言い合いました。

『皆で殿のところへ行き、

礼を尽くして殿のお客様を迎えるのだ！』

騎士たち、小姓たちほ私から馬を引き取り、
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まさにこの上ないやり方で迎えました。

その時に姫君とお会いしたのです。

重臣君のことは私の頭からも

心からも全く消えておりません、

私が世界のどこにいようとも。

心やさしい姫君ほ私に

心を込めてこの世の喜びを与えてくださいました。

すばらしいことに姫君は

私の甲宵を外してくださったのです。

そして衣服を用意させてくださったのですが、

それは騎士であれば着ることが栄巻であるようなもので、

深紅の毛織物と純白のオコジョの毛皮からできていました。

純金でできた豪華な飾りに

高価な宝石が埋め込まれているものを

私にこの涌き姫君をまくださりました。

そして私を隠し部屋にお連れになりました。

その部屋は薔薇と百合で埋め尽くされており、

黄色と緑の香草もありました。

私はこれこそ現世の恵みだと思いました。

私はその香りの中に留まっていたいと思いました。

そこに座っているのは私の恋人だと思いました。

すると皆は私たちのところから去り、

私たち二人が残るだけになりました。

そこで私は私の恋人に語りかけました。

『私がこの世の喜びを得るかどうか、

それはあなたのお気持ち次第です。

どうか、お姫様、私の気持ちをお聞き入れください。』

その時の私の喜びはあまりに大きく、

私はそれがこの世で一番すばらしいことだと思いました。

私の願いは

そこに一生留まることでした。

しかしとても残念なことに

城主殿が戻って来られました。
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黒 田 草

城主殿は私たちに晩餐を勧めました。

『こちらへおいでください。』

私たちは城主殿に同意し、その勧めに従いました。

城主殿は私たちに本当に考えられるかぎりのもてなしをされ、

野生の肉、家畜の肉、あらゆる菜を供されました。

そして私たちに葡萄酒や果実酒を振舞われ、

そしてさまざまなもてなしをされました。

神様、城主殿のもてなしをお報いください。

城主殿は私たちが

私の心づもりについて語り合っているところで

帰り途でも同じ道を来るようお求めになりました。

城主殿は私を居城で待っている旨言われました。

『私の知る限り、ずっとなかったことです。

あなたのような騎士がここへ立ち寄り、
エけヴェンチュール

冒 険を求めに行くようなことは。

何か入用なものがあれば、おっしやつてください。』

私は城主殿より受けた栄誉の礼を言い、

また来たいと思っていることを申し上げました。

出立を求める気持ちが出てきたのです。

私は暇乞いをし、床に着きました。

陽の光が現れたとき

私の馬は出発の用意が出来ておりました。

私は皆に心づくしの礼を言い、

晴れやかな、明るい心で出発しました。

少しばかり馬を進めると、

私のほうへと

野牛や野の獣たちが走って来ました。

御子、熊、豹が

たいへんな叫びを上げて争っていたので

私は恐ろしくなって逃げたくなりました。

そこで私は踵を返しました。

すると恐ろしい光景が眼に入りました。

黒人よりも黒い牧童が現れたのです。
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それまでに眼にしたことがないほど身の毛のよだつ姿でした。

その牧童は手に一本の槍を持っていました。

それは鉄でできており、太く、長いものでした。

その姿はまるで妖怪のようで、

馬の頭より大きい頭をし、

終紀のような曲がった首をしていました。

その身の毛のよだつ姿については語りたくなかったのですが、

頭髪をま茨の麻のように鋭く、

鼻は山羊の角のように曲がっておりました。

眼はトパーズのように黄色く、

それは怖ろしい光を発していました。

口は広く、唇は青く、

顎は胸の下のほうまで達し、

肌は熊のよう、

猪のような歯、猿のような頬を持ち、

鋭い髭が絡み合い、

背は広く、瘡だらけで、

足は幅広く、長い割れ爪をはやしており、

豚のような爪は曲がっておりました。

男は槌に寄りかかっており、

細く、長い脚をしておりました。

その衣服は奇妙なもので、

金のかからないもので立派に跳えてありました。

纏っていたなかで最も華やかな服は

二枚の牛皮を合わせたもので、

帯状に断たれており、

それが体の周りを揺れていました。

私がこの男のところへと馬を駆るのを見ると、

彼が私を待つようなことはないと思ったのですが、

8エレもある木の株に飛び乗ると、

棍棒に身を寄せて立ちました。

9

Li放na‡VStepbens版では第280行があるが本稿では割愛する。
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黒 田 革

私には何もことばを投げかけませんでした。

それがどういう意味なのか、私にはわかりませんでした。

彼のまなざしは恐ろしく、

私を震え上がらせるような感じでした。

私はいろいろと考えました。

どんなことをすれば

落ち着いて

この男が怒っても平然としていられるだろうかと。

私はこの男は狂人なのだろうと思いました。

男は私がそこにいても何も言わなかったからです。

そして私は思い切って足を進め、
エーヴェンテユール

どんな冒 険が得られるのか見極めようとしました。

私は意を尽くして言いました。

『言ってくれ、お前が誰なのか、

お前は善人なのか、悪人なのか、

なぜここでそう何も考えず立っているのか。』

男は言いました。『俺は人間。

これよりましな格好をすることはない。

今ここでお前が見ている姿が一番まともな姿なのだ。

俺の姿はもう見せた。』

『友よ、ここで何をしているのだ？

良かったら教えて欲しい。』

『俺は日がな一日

ここらを歩き回っている動物たちの番をしている。』

『わからない。どうしたら

こんなところで動物たちの番ができるのだ？

動物たちは野生で、ここをま荒れ地だし、

綱でしっかりつないでもいないのに。』

『言っておくが、実際のところ

動物たちは俺になついているのだ。

いろいろと術を尽くして

奴らが逃げていかないようにしたのだ。』

『それでは折り入って頼むが、
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どうしたらそうできるのか教えてくれないか。』

『奴らは俺が叫ぶのを聞くとすぐ、

走り回るのをやめる。

奴らの一匹を捕まえれば

残りの奴らもみな言うことを聞くようになる。

一匹の角を掴んで地面に叩きつければ

どいつも震え上がる。

奴らは俺のところへと走ってきて婚を売り、

それからは俺の言うことを何でも聞くようになる。

俺以外だとそんなことをしても

大怪我をすることになる。

さて、ご立派なお侍さんよ、教えてくれ。

あんたはここで何をしているんだい？

219

なんでここへ来たん

Lだい？』

『私は騎士。旅をし、

私の心が惹かれるものを探している。
エけヴェンテユ叩ル

どこへ行けば冒 険をし、

名誉を得ることができるのかが知りたいのだ。

さあ心の友よ、頼む、

言って欲しい。

どこへ行けば私は自分の力を示し、

名著を高めることができるのだろうか。』
エーヴェンチュール

『あんたに一つ冒 険の種を教えてやろう。

隠すこともないだろう。

ここから少し行くと泉がある。

お侍さんよ、言っておくが、

そこへ行こうとするんなら、

恐ろしい目に合わずに帰ることはできないぜ。

ここに見えるこの道、

その行き先はあんたが

件の泉を見つけるところだ。

10

Li任ma〟Stepbens版では第342行があるが本稿では割愛する。



220

5
4
5
5
5
6
5
7
粥
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

（XU

8

8

8

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

淵
淵
況
㍊
湖
湖
湖
謝
即
湖
淵
淵
減
減
淵

淵
源
減
抑
淵
淵
珊
訊
㍑
沼
胴
流
派
3
7
7
澗
脚
謝

黒 田 宰

その泉は周りが薔薇で因ってある。

その薔薇は魔法をかけられているから、

厳しい冬になっても葉が落ちることはない。

あたりは

陽が差さないようになっている。

この泉についてもう一つ有名なことは、

氷のように冷たいということだ。

泉のそばには黄金の桶がある。

そこには実に見事な柱がある。

鎖は長く、

桶が水面に届く充分の長さがある。

そのすぐそばには礼拝堂がある。

それより美しい礼拝堂はどこにもない。

その泉から湧き出る水を酌むといい。
エーヴェンチュール

そうすればあんたはきっと冒 険を芋にすることができ

Lる。

その水を柱の周りにかければ、

どういうことになるかきっとわかる。

すると激しい冬が来て、

地上の全ての鳥、

獅子、熊、あらゆる動物が

激しい雨にを怖れをなす。

雨、電、霜、雪、

恐ろしい炎が、本当に、

そこですさまじい轟音と共に荒れ狂うさまは

情け容赦ないものだ。

もしそこから逃げおおせられ、

無傷でいられたら

神様がそんな事運を恵んでくださるなら、

あんたは誰よりもついていたということだ。』

牧童は私に別れを告げました。

私は答えました。『さらば！

もうすぐ日が暮れる。
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これ以上お前のそばに留まっている気ほない。』

少しばかり馬で行くと、

本当に美しい森が見えてきました。

それほど美しい森は誰もそれまで見たことがなかったでしょう。

それは件の男が言っていた泉のそばでした。

偽りなく申し上げますが、

その泉は花と葉で覆われており、

私の考える限り雨が降っても

水が漏るようなことはなさそうでした。

森の中で私が見たのは

輝く黄金の桶でした。

世界中を捜しても

そんな光景には出くわさないでしょう。

本当のことですが、

泉から水が湧き出るさまは

火にかけられた鍋から

湯があたりに吹き出るようでした。

泉の柱はエメラルドでできており、

意を尽くして作ってありました。

柱の根元には4つのルピーがありました。

それらは陽の光のごとく赤く、清らかでした。

そこで眼にした大変な光景について

詳しくお話することができますし、

お隠しすることもございません。

そこへ行けば誰でもそれを体験することができます。

私はそこに掛かっていた黄金の桶を取り、

泉の水でいっぱいに満たし、

そしてその水を柱にかけました。

そうしたことを悔やんでおります。

と言うのもそこで嵐と轟音が巻き起こり、

空と天は雲に覆われ、

雨が恐ろしく降り始め、

あたりには炎が飛びかい、



鵬
棚
鵬
脚
棚
脚
劇
劇
戯
脚
戯
戯
郷
脚
脚
戯
脚
孤
雌
郷
脳
郷
榔
郷
棚
脚
柳
城
紹
棚
磯
城
郷

222

棚
4
2
0
4
2
1
磁
4
2
3
似
鰯
4
2
6
4
2
7
4
2
8
脚
4
3
0
4
3
1
4
3
2
4
3
3
4
3
4
榔
棚
榔
4
3
8
棚
4
4
0
絨
紹
4
4
3
拗
4
4
5
棚
4
4
7
4
4
8
4
4
9
4
5
0
4
5
1

黒 田 革

電も霜も途切れることがなかったからです。

私はそこにある全てのものが破壊されると思いました。

私は怖れのあまり苦しくなり、

まるで死んでしまったかのようにそこに倒れてしまいました。

主の恩寵がなければ

すぐさまそこで命を失っていたことでしょう。

倒れる樹の下敷きになって。

だから私は主に祈りを捧げて感謝したく思います。

世界中を支配し、

意みをもって私をこの危険から救い出してくださった主に。

しばらく膿臆として横たわっていると

耳に再び小夜鳴鳥や

他の烏たちの優しい声が入ってきました。

私の心は明るくなり、落ち着きました。

明るくなり、太陽が輝いていることがわかると、

怖れは全て心から消えました。

するとそこで見えたのをま一群の鳥が

空いっばいに広がって飛んでいるさまでした。

鳥たちはこの上なく優しい声で鳴いていました。

私は死ぬまでその光景を忘れないでしょう。

鳥たちの声は一羽ごとに違っているようでいて

みな同じようでした。

そのような歌は他にはどこにも見つからないでしょう。

そこでしか聞くことはできないのです。

その光景があまりに素晴らしかったので

まるで天国のようだと思いました。

私は鳥たちの歌声をずっと聞いていて

その昔に落ち着かなくなりました。

そこで私は別のできごとに気づきました。

武装した騎士が一人馬を駆ってそこへ采たのです。

その騎士は勇ましく、勇敢に馬を駆っていたので

私は十人の騎士が来たと思ってしまいました。

彼が一人だと見て取ると、
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私も自分の馬に急ぎました。

私は馬の背に飛び乗り、駆け出しました。

心は明るくなっていました。

栄沓が私の手に入るように

誰かが私の手助けをしようとしてくれていたからです。

そこで私が馬を駆るのを見た騎士は

大声をあげ、私に停まるよう言いました。

騎士は怒り狂っており、

ずっと離れたところからでもその声が聞こえました。

騎士は激怒しながら大声で

私がどのようにそこへ来たのかを尋ねました。

『貴様、全くつまらぬことをしてくれたな。

さあ、しっかり償うのだ。

私に対して償いをすることができるなら

とくに害は加えずにいよう。

不遜な行いをしたのだから

それを見過ごすわけには行かぬ。

この森の姿を見ればよくわかる、

私がどんなにひどい迷惑を受けたか。

その埋め合わせをしないのならば

目にもの見せてくれよう。

私は引き下がりなどせぬ。

どちらかが死して倒れるだけだ。

ここでその方が私に与えた恥辱のため

私はとにかく嘆くしかない。

私は城内に留まることなどできなかった

電と霜と炎のために。

それまで上機嫌であった貴婦人、乙女たちに

貴様は怖れと害をもたらしたのだ、

雪と嵐と激しい雨で。

塔も城壁も役に立たなかった。

貴様が力を示すためにしたことは、

逃げおおせるまえに償わねばならぬ。』
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黒 田 革

こう言ったあとその騎士はロをつぐむと、

槍を私のほうへと向けました。

その馬ほ狩網の竿のようにまっすぐと走りました。

これはど機敏な騎士をま見たことがありませんでした。

私は慌てて楯を前に上げました。

どうにか攻撃をかわせました。そうする必要があったのです。

両方とも馬を力の限り走らせ、

私の槍は相手の騎士の兜に当たって砕けました。

その後は私はかの騎士にはとうていかなわず、

騎士は私を馬から地面へと突き落としました。

騎士は私の馬を奪うと馬を駆って去りました。

私はこれほどの恥辱を受けたことはありませんでした。

私の名誉など気にもとめぬようで

私のほうへ目をやるようなことは決してしませんでした。

それも不思議はありません。

彼が勝者だったのですから。

私に何かやりようがあったでしょうか？

駆る馬もないというのに。

日はすぐに暮れ、晩となりました。

私は再び例の泉へと行きました。

するとそこからも立ち去りたくなってきました。

どこへ行くべきかわからなかったので

例の森へと戻りました。

件の城主殿のことが思い出され、

そこで助けを得、

何か助言をもらおうと思ったのです。

私は恥ずかしい思いで城へと入りました。

それも恥辱と不名誉のため。

それが起こったのは同じ日です。

朝にはその城から出発したのでした。

そこで私は件の城主殿を見つけました。

城主殿をま礼を尽くし

親切に私を出迎えました。
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私の苦労の手当てを全てしてくれました。

『ここにいらしたことは神様にも、私にも喜ばしいことです。

ここでできる限りのことをいたしましょう。』

そこで私が見たのは他でもなく

貴婦人たち、乙女たち、雅な婦人たちでした。

婦人たちが私にくださった栄巻の大きさは

私が始めてそこへと来たときと同じでした。

騎士たち、小姓たちも同じようにしてくれました。

全能の主よ、彼らにその褒賞をお与えください。

城にいた全ての者は

不思議がりました。私がどのようにしてそこまで来たかとい

Lうことと、

私が幸運にも

死にもせず、囚われの身にもならなかったことを。

誰も教わったことも、話を聞いたこともなかったのです。

あの場所から誰かが生きて帰ったような話は。

私がかの泉の所で見たことは

皆様に申し上げた通りで、

何ひとつ付け加えておりません。

信じないなどと申さないでください。」

第四車

（冒険への出発）

「何ということだ」騎士イヴァンは言いました。

「従兄弟よ、面白くないぞ、

私にこれまで聞かせなかったとは。

泉のはとりで起こったことを。

そのことを真剣に考えていれば

すでに私にそのことを話していたはずだ。

神が私に命と力を与えてくださるなら

私は立派にきみの恥をそそぐだろう。

例の騎士に当然の苦しみを与えるか
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黒 田 宰

私がそのために死して横たわるかだ。

そのために命を賭けよう。

そしてその騎士はずっと後悔し続けることになるだろう。」

すると騎士ケイエが言いました。

「．おわかりか、

イヴァン殿は自分のお力を誇っておられるが、

それは頭がぶどう酒でいっぱいになっているからだ。

銀でも金でも賭けて今決闘する気なら

誰でもイヴァン殿に勝てる。イヴァン殿はへべれけだからだ。

ペルセファル殿とベルンのディデリク殿を

両方とも今イヴァン殿は倒したいと思っておられる。

イヴァン殿が今晩どんなに立派に戦ったとしても

明日には何にもならないのだ。

敬愛なる騎士殿、ご出立はいつですかな？

ここではっきり我々におっしやつてください。

今夜はここでお休みになられたいのか？

お妃様がお尋ねなのはそのことだ。

今夜はいい夢を見るだろうが、

そんな夢など恐怖のあまり忘れてしまうだろう。

この午後にお発ちになるようなことにしても

赤騎士ワデインをま貴殿を待ってなどいないだろう、

実際に彼が

貴殿が今それほど猛っていることを知れば。

我々は結局みんな

貴殿に明日もここで作法どおりご挨拶することになるのだ。」

お妃様はそこでケイエに言いました。

「あなたの心は今ごろ引き裂かれていたところでしょう、

あんな皮肉をさっき言っておかなかったら。

私たちが今みな聞いたような皮肉を。

あなたは頭のおかしな厄介者なのでしょう。

どんな人にもあなたは失礼なことを言おうとする。

あなたの械れた舌などどこかへ行ってしまうがいい王

その舌のためにつまらぬ思いをした日が何度あったでしょう。
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あなたは我慢が決してできないのですから。

あなたは皆から憎まれても仕方がありません。」

騎士イヴァンはその時立ち上がりました。

「神様がご存知です、お妃桜」と言いました。

「私はケイエのことばなど気にしておりません。

ケイエが騎士らしいかどうか、

はっきり申し上げましょう、

きっとケイエ自身がわかることなのです。

ケイエは自分の舌を黙らせることはできないのです。

自分がいつも人の悪口を言いたいのですから。

自分が仕える主人の名蕃を尊重したいと思う者は

充分に心をはらって

ことばを選び、せいてはならないものです。

そうすればどこへ行っても軽んじられないことでしょう。

ケイエ殿がそうしようとされていたら

大変な栄蕃を得たことでしょう。

しかしはっきり言っておこう

もし私が思い違いをしていないなら

お前と争う必要など私にはないのだ。

お前が私にどれほど失礼を働くとしても。

お前のことばなど何の意味もない。

お前自身もまったく眼中にないのだ。」

こんな話が終わったところで

王が歩いて来られました。

するとすぐさま皆は王の方へ向いて立ち上がり、

奉仕を申し出ました。

王はお妃様のそばに腰を下ろされました。

「皆の者、いいか！

騎士たち、小姓たちよ、腰を下ろすがいい。

私はここで語られているのがどんな話か知りたい。

妃よ、話してくれないか、

騎士カーレグレワンツがここでした物語を。」

お妃様は雅びで明るい心の持ち主であったので
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黒 田 写

すぐさまそこで物語を語り、

カーレグレワンツの苦難について激しく嘆き、

語らずにおくこと桂一つもありませんでした。

「この騎士が甘んじなければならない苦しみをお考えください。

この騎士が嘆かねばならない恥辱をおそそぎください。

陛下はご存知のはずです。

そうなされば栄巻と賞賛をお受けになられます。」

王がこのことばを聞いたとき、

さて、何が起こったでしょう？

王はそこでみごとに誓いを立てたのです。

と言うのも、王は怒りを感じたからです。

父王ウテルパンドラゴンの霊にかけ、

一三は父王をとても愛していました－

そして母の霊にかけ、

そして彼の愛する兄弟たちの霊にもかけ、

件の泉へと行き、

騎士たちと貴婦人たちを引き連れて

十四の夜が過ぎる前に

赤騎士ワデインの客人となることを。

皆喜びました。

王がこのようにしようとお考えになったことを。

騎士達、．小姓たちは革んでいましたが、

ひとり騎士イヴァンだけは違った気分でした。

と言うのも彼をまぜひとも一番乗りをして

どの騎士よりも早く敵地に行き、

なんとかして
エーヴェンテエール

冒 険を手に入れたいと思ったのです。

11L放rla〟Stephens版では第610行が第612行、第620行が第622行、第630行が第632行とし

て挙がっているが、誤植なので本稿では正しい行数を記入する。
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スカンジナビアのアーサ叩王

第玉章

（赤騎士ワデインとの戦い）

騎士イヴァンはそこでひとり赴きました。

自分の小姓たちのいるところへと。

騎士イヴァンはひとりの小姓を密かに呼び寄せました。

他の小姓たちはそこに残されました。

「すぐに私の乗用馬に鞍をつけるのだ！」

その小姓をま言われた通りにしました。

「私は先に道を行き、

そこで隠れてお前を待っている。

私の戦闘馬はお前が後から連れてくるのだ。

私の武具一式もな。

乗用馬はお前がまた連れて帰れ。

小姓なしで行くつもりだ。

誰にも言ってはならないぞ、

私がここからどこへ行くつもりかをま。」

「お疑いにならないでください。

おっしやる通りにいたします。」

騎士イヴァンは乗用馬にまたがって出立し、

隠れ小道と短道を通りました。

小姓は騎士イヴァンが命じた物を全て携え、

できるかぎり急いでやって来ました。

「私がこうやって密かに出発するのは

ケイエ殿のせいなのだ。
エーヴェンチュール

私はケイエ殿に冒 険を得させたくない。
エーヴェンチュール

私はいつも冒 険を求めているのだ。

ヴァリヴァンであれケイエ殿であれ

ーをまっきり言っておきたい州
エーヴェンチュール

そのどちらかが冒 険を得たいと願い出たら

アルトウス様はすぐにそれを許してしまっただろう。」

騎士イヴァンは武装すると出立しました。

険しい道と暗い径を通り、
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黒 田 寧

高い山と深い谷を越えて。

それにはとても骨が折れました。

道は暗く、光などありませんでした。

その道を辿ると件の館につきました。

そこで騎士イヴァンは高貴な乙女を見つけました。

すでに皆様に申し上げた乙女です。

騎士イヴァンはここにいたとしても言い尽くせないでしょう

その館で得たあらゆる栄巻

かの美しく、輝くばかりの乙女については。

その乙女の高貴な育ちをまみごとなものでした。

騎士イヴァンがそれまでこの世で捜し求めたものの中でも

その乙女に比べうるものは見たことがありませんでした。

どの土地であっても、高貴さと挙の両方に関して。

実によくわかったのです。神さまが明るく、

晴れやかな心持ちでいらして、不機嫌などでないことが。

このような乙女を生まれさせたのですから。

押さま、この乙女の巻をお守りください。

そして御意をお忘れにならないでください。

快適な宿を騎士イヴァンはその夜与えられました。

翌朝、騎士はいそいでそこから出立しました。

小さく、細い径を通って。

そこで猛る獣たちが眼に入りました。

そして件の農夫を見つけたのです。

例の人間よりも化け物に似ている農夫です。

騎士イヴ≠ンは十字を切りました。心臓は震えていました。

それはまさに悪魔のように思えたのです。

騎士イヴァンは泉への道を尋ねました。

「凄∋侍さま、泉はあっちです。」

そして騎士イヴァンは道を急ぎました。それが望みだったの

しです。

そこでは聞いていたものを全て見つけました。

騎士イヴァンをま例の桶を満たすと、

次に柱に水をかけました。
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すると底知れぬ暗闇が沸き起こり、

どこに行っていいかわからなくなりました。

あたりには霜に雪、電に氷。
エーヴェンチュール

冒 険が得られるものと騎士イヴァンは確信しました。

暗闇が消え去り、光が戻ってくると

そこへ館の方から馬を駆って来たのです。

武装し、脚鎧に身を固めた一人の騎士が。

その身は戦士として立派なものでした。

その騎士はそこであまりに恐ろしい叫びをあげました。

まるで狂人のように思えました。

二人は馬に乗ったまま激しくぶつかりあったので

双方の槍が互いの身体に当たりました。

二人の槍は太く、しっかりしたものでしたが

砕けて地面に散らばりました。

そしてどちらも相手を地面に倒すことはありませんでした。

とは言え、落馬しないでいるのは大変でしたが。

赤騎士ワデインは脅威を感じました。

騎士イヴァンが彼の前で落馬しなかったことに。

「これまでこんな不名替はあったためしがない。

私の槍を受けても落馬しない者がいるとは。

私は多くの騎士を鞍から突き落としてきたというのに。

あの槍を使って。」

二人はそこで剣を取りました。

その剣は贅を尽くしたものでした。

二人は互いにカの限り剣を交えたので

二人の兜からは火花が散ったのでした。

両者とも立派な騎士であることが示されたのです。

二人が嘆き苦しみながら挑んだ戦いによって。

二人は剣で互いの楯を粉々に突き、

互いに打ち倒し、

相手に傷を与えようとしました。

二人がその場所から離れることはないと私は思いました。

二人の剣は力の限り打ち当てられ
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黒 田 宰

甲宵と兜は破れてしまいました。

私はそれまでこれはど難儀なことを聞いたことはありません。

この戦いはとても長く続いたのでした。

両者共に立派な勇ましい騎士で、

どちらも相手から退こうとはしませんでした。

一歩たりとも。

二人の騎士魂がそうさせたのです。

二人は技をつくして剣を交えました。

二人は互いの馬には剣を向けませんでした。

それが二人に相応しい行いだったのです。

二人とも騎士らしくそうした行為は避けたのです。

そこで騎士イヴァンは優位に立ちました。

騎士イヴァンがワデインに一撃を与えると、

兜も頭も裂けてしまいました。

ワデインがそこで受けた一撃のためにです。

ワデインの甲帝は血で赤くなりました。

苦しみのためそこでワデインは逃げ出しました。

仕方がないことだったのです。

ワデインの命はもう長くありませんでしたし、

命に到る傷を負っていたのですから。

騎士イヴァンはそのことには全く気を払いませんでした。

ワデインはすぐさま馬を返すと

わき目も振らず逃げ出したのです。

城にいた着たちをま不思議に思いました。

誰がこれはどあわてて来るのか、

これはど怯えて駆けてくるのかを。

そのうちにみなそれがワデインであることに気づきました。

彼らはそれが騎士ワデインであることがわかるとすぐさま

城へと招じ入れました。

騎士イヴァンの望みは

ワデインから離れず、

自らが相応しい栄巻を得ることでした。

自分の従兄弟がそこで失った栄巻に相応しいだけの栄巻を。
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騎士ワデインは苦しみに満ちた声を上げました。

道を逃げて行きながら。

騎士イヴァンほその後を追いました。

そこには騎士イヴァンには供も縁者もなく、

その時に頼れる者はありませんでした。

それでもワデインの後を追って城へ入りました。

233

第六車

（ワデインの城での危急）

城門は小さく、狭いものでした。

二人が同時に通ることはできませんでした。

上のところには落とし戸がありました。

それは匠の技でみごとにしつらえてあったのです。

それが下がっているのはとても危なかったのですが

騎士イヴァンはそこをなんとか通りました。

それは危険なことだったのです。

それで命を失うこともありえたのですから。

すると落とし戸が落ち、

一騎士イヴァンほそこで禍を受けたのでした肘

騎士イヴァンの足の拍車に当たり、

－皆様、それは危険だったのです一

彼の見事な馬をすっぱり二つに裂いたのです。

そして二つの部分はそれぞれ倒れてしまい、

騎士イヴァン自身も地面に落ちました。

神様が騎士イヴァンを大きな死の苦しみから救われたのです。

門が騎士イヴァンに当たらず、

その命も失われなかったのですから。

騎士ワデインは騎士イヴァンから逃げようと走り、

主門を通り抜けました。

そこで自らの騎士たちが眼に入ると、

声を上げ、こう言いました。

「貴公たちの前で苦しみの声を上げるのはつらいことだが、
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黒 田 孝

一人の騎士が私をここへと追ってくるのだ。

その騎士が私をひどく傷つけたので

私の命はもうすぐ終わることになる。」

彼らがこうことばを交わしたところで

騎士ワデインは死に、馬から落ちました。

騎士イヴァンはうろたえていました。

城の者たちがすばやく門を再び閉じ、

二つの門の間に留まることになったからです。

騎士イヴァンはそこで危険きわまることになり、

そこから逃げられないと覚悟しました。

しかし自分の運に賭けようとしたのです。

そこにひとりの乙女がやってきました。

「立派な騎士さま、どうしてここにいらっしゃるのですか？

ご主人さまを殺められたのですね。

ならばここにいらっしやるのは危険です。

騎士さまは私たちにこれはどの苦しみをお与えになりました。

そのためにお命を落とすことがなければいいのですが。

奥方さまはたいへんなお苦しみようです。

そしてこの城の全ての者も。

ご主人さまが私たちを司り、

私たち全ての栄拳を守っていらしたのですから。

と言っても騎士さま、誰も騎士さまのことを忘れたわけでは

Lありません。

ここにお隠れのことは皆よくわかっています。」

そこで騎士イヴァンは答えました。

「神様がご存知です、お嬢さま」と言った。

「全く違ったようにことが運ぶことをご覧になるでしょう。

私が捕らえられる前に。」

乙女はそこで騎士イヴァンに答えました。

「できる限りお助けいたしましょう。

ご安心ください。

ご自身で切り抜けられることでしょう。

私は騎士さまにご奉仕する借りがあるのです。
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伽

と言うのも騎士らしいご振る舞いと栄誉を

私、この哀れな娘にお示しくださったのですから。

私がアルトウス王をお訪ねしたときのことです。

奥方さまの密使として。

その時騎士さまが私にお示しくださった栄巻、

それを今まさにお謡いたします。

それを思い起こし、お返ししたいと思うのです。

その時をまどなたも宮廷に相応しいお振る舞いをしてくださらず、

私に騎士らしく接してくださる方が本当にいらっしゃらなか

Lったのです。

騎士さまのお名前はよく覚えております。

騎士イヴァン様、ユリアン王のご子息。

さあ、心の底からお喜びになってください。

私の力がとてもお役に立つでしょう。

私の助言に従うのならば

何も禍はあなたに降りかかりません。」

乙女は不思議な力に詳しく、

騎士イヴァンに一つの指輪を渡し、

その指にはめたのでした。

その宝石はインドから来たものでした。

「この石にはとてもたくさんの不思議な力と名沓があります。

誰でもこれを身につけ、

握っていれば、ご覧にいれましょう、

誰の目にも見えなくなるのです。

今の危険を乗り切られたら

お願いしますが、

この宝石を私にお返しください。

もしよろしければ。」

「神様がこの素晴らしい贈り物を報われますように！

必要なものが今手に入ったのです。

無事に生き延びることができたら

生きている限りそのお礼をします。」

乙女はそこで騎士イヴァンに言った。
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黒 田 掌

「さあ、急いでここから出て

あの暗い館を通って行きましょう。

あのたくさんの灯りが灯されているところです。

その近くに隠れ場所があります。」

騎士イヴァンは急いで乙女の言う通りにしたのでした。

乙女は騎士イヴァンを小さな寝室に導きました。

「しばらくここで横になり、眠りをとって

この寝台でお休みください。

少しの間で、ずっとではありません。」

その寝台はとても豪華なつくりで、

高価な生地が使われており、みごとなものでした。

ビロードと金糸まじりの綿を

乙女はこの立派な騎士の上に掛けました。

「さあ、ここで横になり、お休みください。

何も禍は起こりません。

その間食べ物を用意させます。

皆の怒りはご心配にならないで結構です。」

騎士イヴァンがしばらく様になっていると

乙女がまたやって来ました。

たくさんの食べ物を携えて。

蜜酒、葡萄酒、すばらしい果酒も。

乙女は騎士イヴァンに促して、すぐに卓に付き、

食事を取り、飲み物を飲んで、くつろがせたのでした。

第七車

（ワデインの妃との出会い）

ワデインの家来たちは主人思いで、その不幸を嘆き、

騎士イヴァンを求めてあたりをくまなく探しました。

城の内外を問わず。

皆はしかし見つけることはできませんでした

12L血na〟Stephens版では第846行と847行が入れ替わっている



7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

88

88

88

89

89

89

89

89

89

89

89

89

89

90

90

90

鮒

90

90

90

90

90

90

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

脱
脱
胱
即
脚
脚
抑
脱
肥
肺
胞
肺
肺
脚
脚
脚
胴
肌
∽
∽
胴
肺
肝
抑

胴
脚
脚
親
戚
脚

スカンジナビアのアーサー王 237

騎士ワデインを打ち殺した騎士を。

彼らが騎士イヴァンを見つけられなかったのは結構なことです。

そこでかの美しく、清らかな乙女は言いました。

「騎士さま、私はおそばにおります。

あの者たちがどこへ行こうと決してお気になさらないように。

皆が内であれ外であれ何と叫んでも

それはど大きな音にはなりませんから

寝台からお逃げになることはありません。

ここにいらっしやれば今すぐご覧になれます。

この城にいる者の皆を残らず

騎士たち、小姓たちともに。

皆騎士さまに目にもの見せようと思っています。

皆あんなに大きな嘆き声をあげて

愛するご主人さまのために涙を流し

その亡骸を担いで城の周りをうろつき、

そこで騎士さまを見つけようとしています。

ご覧になれば滑稽とお思いになるでしょう

激昂して彼らが城の周りをうろついている様を。

皆がどれほど探しても

騎士さまをみつけることはできないのです。

私はこれ以上ここに留まるわけには行きません。

騎士さまは神さまの手に委ねましょう。

私は心から神さまに感謝したい気持ちです。

と言うのも押さまが私に、この端女に下さったみ恵みなのです。

私が騎士さまにここでお会いしたのは。

私は騎士さまのために骨折るつもりです。」

乙女が騎士イヴァンのところから去ると

すぐ騎士イヴァンの耳に入ったのは

抜き身の剣が立てるとても大きな音でした。

幾人かは弓を、幾人かは槍を持っていました。

皆そこで一生懸命になって

すぐに騎士イヴァンを取り押さえようと思っていました。

それをままるで獅子が猛り狂っている様のようでした。
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黒 田 宰

獲物を眼にしながら捉えられない獅子のような。

皆をま激しく嘆いていました。

なぜこのような不幸なことになったのかと。

「あの騎士がここから簡単に逃げおおせるなどという

不思議なことはこれまで聞いたことがない。

城壁は高く、超えられないのだし、

我々が探し回っているのだ。」

皆は互いに大声で話し合いました。

「我々はみな頭がおかしくなったのではないか。

あの騎士が鳥ででもあって糞でも生えているのでなければ

この城壁を越えて逃げることはできない。

どの城門も閉じられていることだし。

だからこれは奇跡なのではないか。

そうでなければこれは悪魔の仕業だ。

悪魔には大勢が悪意からだまされたのだし。」

皆は城中を隅から隅まで探しました。

騎士イヴァンが寝ている寝台の回りもです。

城の着たちは騎士イヴァンに何度も触れたのですが

それでもその立派な騎士の姿が眼に入ることはありませんで

Lした。

皆が城内を捜し尽くし、

騎士の姿も声も見つからず、

無駄骨だったことがわかったとき、

あの美しい奥方さまがそこへやって来たのです。

神様は奥方さまのものより美しい顔立ちを造ることはありま

Lせんでした。

苦しみのあまり奥方さまは話すことも、人の話を聞くことも

Lできませんでした。

そこでの奥方さまのお声は悲しみに満ちたものでした。

苦しみと嘆きとたくさんの涙のためでした。

奥方さまは騎士ワデインの亡骸を見るやいなや

気を爽ってくずれ落ち、横たわってしまいました。

近くにいた貴婦人達は
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奥方さまに水を持って来させました。

奥方さまは再び気を取り直すとすぐに

悲しみに満ちた仕草で髪をかきむしりました。

騎士たちと小姓たちは奥方さまに願い出ました。

「我々はみな奥方さまのために働くつもりです。

高貴でお若く、雅な奥方さま、

すぐにお泣きになるのをおやめください。

使者を老若の僧たちにお出しになり、

殿さまの霊のために葬儀を執り行なわせください。」

床の真申には騎士ワデインの柏が置かれ、

貴婦人たちが悲しい心で運びました。

僧たちが死者のためにミサをあげているとき、

亡骸ははげしく血を流し、

血が床までしたたり落ちました。

そのとき皆は確信したのです。

同じ館の中に件の

騎士ワデインとの決闘に勝利した騎士がいることを。

皆が語ること、行うことを全て

騎士イヴァンはとても詳しく聴いていました。

皆ほそこで再び捜索を始めました。

騎士イヴァンは恐ろしさのあまり汗が出ました。

皆は上から下まで探し回り、

納得しようとしました。

騎士イヴァンが見つからないことを。

神さま、このことの褒美をかの乙女にお与えください。

「何ということでしょう」

と高貴な奥方さまは言いました。

「悪魔の行い以外にありえません。

私たちがあの騎士を見つけられないのに、彼がここにいるとは。

いったいありえるのでしょうか。

男たちも女たちも盲になってしまうなんて。

在天の神さま、

私はこれほどの不幸には遭ったことがありません。
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黒 田 革

あの騎士を見つけられないとは。

あの騎士をま私の心を悲しませたのです。

しかし私にははっきりとわかっているのです

あの騎士がこの館の中にいることを。

あの騎士が殿をだましたのでなければ

殿の命を取れるようなことはありえなかったはず。

殿より優れた騎士などけっして

－殿は騎士としての鍛錬に手を抜くことなどありませんで
Lした－

この時代に生を受けたことはありませんでした。

あの方は怖れなどに屈することはありませんでした。

あの方ほ決してあの騎士に遅れをとったり、

あからさまに立ち向かったりする必要はありませんでしたし、

あの騎士の前で勝利を逃すことなどあり得ないのです。

悪魔のわざが使われたのでなければ。

私たちはよくわかっているのです。

あの方ははるかに強い方です。」

皆は嘆きと苦しみから逃れられませんでしたが、

亡骸を持ち上げると墓のところまで運びました。

そこで亡骸を横たえると

奥方さまは激しく嘆きました。

「ここに横たわっているのは心から愛する方。

代わりは二度と得られません。」

そこで死者のためのミサが終わると

奥方さまはたいへん嘆きながらその場を去りました。

件の乙女をま生まれにふさわしい徳があったので、

騎士イヴァンを匿ったところまで行きました。

「愛する騎士さま、お聞きください、

そしてご覧ください、ここにいる者ども全て。

皆あなたさまのことは見つけられません。

このことは私ではなく、神さまに感謝なさってください。」

「お嬢さま、神さまがご存知なのです。申し上げましょう、

私はとても怯えていました。正直に申し上げましょう。
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私はこの危険な状況から救われました。

それは神さまとあなたの慈悲心のおかげです。

できることならお駿いしたいのですが、

奥方さまの姿を見ることはできますか。

この館と砦の主人たる奥方さまのです。

もしもご同意いただけるのなら。」

乙女は次に申し上げるように答えました。

「心から善んでそういたしましょう。

窓のところへ行きましょう。

そうすればご覧になりたいお姿がご覧になれます。

あそこで深紅の毛皮をまとって座っておられる

その方が私の敬愛する奥方さまです。」

騎士イヴァンは奥方さまに注意を凝らしました。

奥方さまはその主人を忘れておらず、

再び嘆き始めました。

「このような騎士は他には知りません。

私が失ってしまったような騎士のような。

神さま、イエスさま、私をお助けください！」

奥方さまはそのように言い、泣くと

気を失って倒れ、ずっと横たわっていました。

騎士イヴァンは立ち上がり、外のそのありさまを見ていました。

「私があの方をお助けしなければ、私の恥になる！」

騎士イヴァンは奥方さまのところまで走っていこうとしました。

件の乙女は騎士イヴァンに対し大きな声を上げ、

とても厳しい調子で言いました。

「騎士さま、私の申すようになさってください。

そしてここから出て行かないでください。

さもないとひどいめにお会いになります。

ここで私の考えるようになさって、

お慌てにならないでください。

遅かれ早かれご覧になります。
エーヴェンチュール

ここで起こりうる冒 険を全て。

そして誰にも感づかれないのです。



湖
卿
淵
加

減
此
棚
減
淵
仰
朋
淵

㍑

0
4
8
0
4
9
0
5
0
0
5
1
0
5
2
0
5
3
0
5
4
0
5
5
0
5
6
0
5
7
糊
0
5
9
0
6
0
0
6
1
0
6
2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

黒 田 事

あなた様がここ、館の中で見つからずにおられることを。

愚かなことをせずに生き延びたいのなら

命をそのように無駄になさらないでください。

敵のいいようにされてしまいますよ。

皆あなたのことを一生懸命探しているのですから。

私が申し上をブたことをとくとお思いだしになって、

それについてたゆまずお考えになってください。

ここからはどこへもお出でになってはなりません。

私がご無事でいられるようにするまでは。

私はこれ以上ここにいるわけにはいきません。

神さまがあなた様の身と栄巻をお守りになられますように！

奥方さまにわからなければいいのですが一

奥方さまご自身でなくとも、他のご婦人でも一

私の何かの振る舞いでわからなければいいのですが。

私があなた様とこんなにも長い間ご一緒していたことが。




